
 

－167－ 

令和２年３月橋本市議会定例会会議録（第４号）その６ 

令和２年３月４日（水） 

                                           

（午後２時15分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番15、４番 森下さん。 

〔４番（森下伸吾君）登壇〕 

○４番（森下伸吾君）一般質問、最終バッタ

ーになりますので、よい質問で終われるよう

に、よろしくお願いいたします。 

 ただ今、議長のお許しをいただきましたの

で、通告に従い一般質問を行わせていただき

ます。 

 今回の一般質問として、学校のＩＣＴ化に

ついてお聞きいたします。 

 昨年12月、文部科学省はＧＩＧＡスクール

構想として、学校ＩＣＴ環境の抜本的な改善

と、ＩＣＴを効果的に活用した、多様な子ど

もたちを誰一人とり残すことのない、公正に

個別最適化された学びや、創造性を育む学び

の実現をめざしていくことを打ち出しました。 

 特に、子どもたち１人１台のコンピュータ

ー端末と学校の高速大容量の通信ネットワー

クについては、特別なものではなく、令和の

時代における学校のスタンダードとして当た

り前のものとして整備していくこととされて

います。 

 また、昨年６月には学校教育の情報化の推

進に関する法律が成立し、国や自治体が学校

教育の情報化の推進に関する施策を総合的・

計画的に策定・実施する責務が明確化されて

います。 

 今年４月より小学校から順次全面実施とな

る新しい学習指導要領でも、情報活用能力を

学習の基盤となる資質・能力とされています。

ＩＣＴを適切に使いこなす力は、いまや読み

書きそろばんと同じ位置づけと言えます。 

 そこで、子どもたちが、予測不可能な未来

社会を自立して生き、これからの地域や社会

のつくり手となっていくため必要な学校のＩ

ＣＴ化について、当局の考えをお伺いいたし

ます。 

 １、子ども１人１台のコンピューター端末

整備について。 

 ２、学校の通信ネットワーク環境の整備に

ついて。 

 ３、ＩＣＴを活用するための教師の指導力

向上について。 

 ４、ＩＣＴ化と働き方改革の両立について。 

 ５、情報モラル教育の充実や有害情報対策

について。 

 ６、特別支援教育におけるＩＣＴ活用につ

いて。 

 以上、壇上からの私の一般質問といたしま

す。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さんの質

問、学校のＩＣＴ化に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（小林俊治君）登壇〕 

○教育長（小林俊治君）学校のＩＣＴ化につ

いてお答えします。 

 議員おただしのとおり、昨年12月、国の令

和元年度補正予算において、児童生徒向けの

１人１台端末と高速大容量の通信ネットワー

クを一体的に整備するための経費が盛り込ま

れ、令和５年度までに全学年の児童生徒一人

ひとりがそれぞれ端末を持ち、十分に活用で

きる環境の実現をめざす方針、いわゆるＧＩ

ＧＡスクール構想が打ち出されました。 

 次代を担う人材の教育、一人ひとりの個別

最適化学習に必要な環境の整備は、本市の児
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童生徒にとっても重要な課題であると受けと

め、この構想に沿った形で取り組んでいきた

いと考えています。 

 まず、一点目の、子ども１人に１台のコン

ピューター端末の整備については、文部科学

省が示している令和５年度までに段階的に実

施したいと考えています。 

 なお、国庫補助金の対象台数は児童生徒数

の３分の２台分までであり、残り３分の１台

分と教員用端末及び予備機については、市費

で負担する必要があります。 

 次に、二点目の、学校の通信ネットワーク

環境の整備についてお答えします。 

 前述の端末整備とともに、高速大容量の通

信ネットワークの一体的な整備がこの事業の

柱として挙げられています。国の令和元年度、

補正予算による事業であるため、令和２年度

中に完成させる必要があります。 

 現時点では、各学校の普通教室、特別支援

教室、職員室、体育館及び一部の特別教室に

Ｗｉ－Ｆｉ設備を設置し、校内ＬＡＮを整備

する方針を打ち出しています。 

 国の補助要件は、１校当たり上限3,000万円、

補助率は２分の１です。 

 なお、本事業に係る事業費については、本

議会に追加議案として補正予算を提案したと

ころです。 

 次に、三点目の、ＩＣＴを活用するための

教師の指導力向上についてお答えします。 

 平成30年度末に実施された学校における教

育の情報化の実態等に関する調査の結果、本

市教員のＩＣＴ活用指導力の状況は概ね全国

平均並みの結果となっています。教材準備や

校務遂行、授業での教材提示、ネットモラル

やセキュリティに対する指導等、さまざまな

場面でＩＣＴを活用し、指導できる状況にあ

ります。 

 しかし、より効果的なＩＣＴ活用を進める

上では教員の指導力向上は必要不可欠であり、

今後も引き続き教員研修等を通じて操作スキ

ルや指導技術の向上に努めるとともに、先進

的な地域での実践例を参考にして、利活用で

きる学習場面や効果的な活用方法を広げてま

いります。 

 次に、四点目の、ＩＣＴ化と働き方改革の

両立についてお答えします。 

 本市では働き方改革の一環として、既に校

務支援システムを導入しています。成績処理、

通知表作成、学習指導要録・調査書作成、保

健関係の帳票作成等の業務で運用を進めてお

り、一度入力したデータを連携させることに

より、業務時間の短縮を図っています。 

 また、今後ＩＣＴ活用を進めるにあたって

は、教員の指導力向上に向けた取り組みは不

可欠であり、その部分では負担増になる側面

も否定できません。そのため、教員の支援体

制を構築することも重要なことであると考え

ています。 

 今後、利活用の幅が広がることに伴い、身

近に相談できる人材や教材作成の補助を行え

る人材が必要になることも想定されますので、

ＩＣＴ支援員の配置等についても検討を行い、

教員の負担軽減に取り組みたいと考えていま

す。 

 次に、五点目の、情報モラル教育の充実や

有害情報対策についてお答えします。 

 これまでにも、小・中学校においては外部

講師を活用した情報モラル教室を実施する等、

情報モラル教育の充実を図ってきたところで

す。発達段階に応じて、ネットワーク上のル

ールやマナーを守ること、情報発信により他

人に影響を及ぼすことがあること、ネット上

の情報には誤ったものや危険なものがあるこ

となどについて学習する機会を設けています。 

 また、インターネットの安全な利用を実現

するためには、児童生徒だけでなく保護者の
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協力が必要不可欠であると考えています。青

少年センターでは、スマートフォンを持つ年

齢が早くなっている現状を受け、３歳から小

学校３年生の保護者を対象に、スマートフォ

ンの安全な利用に関する啓発チラシを配布す

る予定であり、利用する場合や時間帯等のル

ールづくり、フィルタリング設定の推奨に関

する内容を盛り込み、現在、作成を進めてい

るところです。 

 全国的にはＳＮＳ利用に関連した犯罪被害

も増加しており、将来的に情報技術の進展と

ともに多種多様なトラブルが起こる可能性も

あることから、情報モラル教育の充実につい

て、今後も引き続き取り組んでまいります。 

 最後に、六点目の、特別支援教育における

ＩＣＴ活用についてお答えします。 

 特別支援学級に在籍する児童生徒をはじめ、

発達に課題のある児童生徒に対しては、ＩＣ

Ｔを活用した学習が効果的であると認識して

います。 

 既に本市では、公益財団法人日本障害者リ

ハビリテーション協会が提供しているマルチ

メディアデイジー教科書の利用を進めており

ます。 

 これは通常の教科書と同じ内容の文章を読

み上げるソフトウエアで、文章の内容を音声

で読み上げると同時に、該当する部分をカラ

ーでハイライトする機能、読み上げる速度を

調整する機能、画面を拡大する機能、文字の

大きさや縦書き横書きを変更する機能等があ

ります。文章を読むことに困難を抱えている

児童生徒に対して、目と耳とで文章のどこを

読んでいるのかをわかりやすく表示すること

ができます。 

 また、今後、端末の整備が進むことで、例

えば、聞き取りが苦手な児童生徒に対しては、

長い話し言葉での指示を行うのではなく、短

い指示にあわせて視覚的な教材提示を行うこ

とが容易になり、効果が期待されます。 

 このように、ＩＣＴを積極的に活用した特

別支援学級での指導の充実を図り、誰一人と

り残すことのない学校教育の実現をめざして

まいります。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん、再

質問ありますか。 

 ４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 それでは、ご答弁をいただきましたので再

質問をさせていただきたいと思います。 

 学校のＩＣＴ化につきましては、先ほども

ご答弁にありましたように、今議会において

追加議案として補正予算が上がってきており

ます。 

 追加議案が出る前に一般質問の通告を出し

てしまいましたので、ここで質問させていた

だくことをご了承いただきたいというふうに

思います。 

 昨年12月、ＯＥＣＤ、経済協力開発機構が

全世界の生徒の学習到達度調査を行いました。

その中で、学校の授業でＩＣＴの利用時間が

どれだけ使われているのか調べた結果、日本

の学校でＩＣＴを授業で使われている利用時

間が最下位でありました。 

 一方、学校以外、家庭や社会では子どもた

ちがＩＣＴを使っている時間はＯＥＣＤの平

均よりも高いというような結果が出ておりま

す。これからの子どもたちにとって、ネット

などのＩＣＴを正しく理解していくことがと

ても大事になってくると思います。 

 そこで、政府・与党としましても、我々公

明党も後押しをしまして、国の2019年度補正

予算に学校のＩＣＴ関連予算が盛り込まれま

した。それを受けて、それを実際に取り組ん

でいくかどうかは各自治体に任せられている

わけで、本市として橋本市としてどう取り組

んでいくかということでございますが、先ほ
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ど答弁いただいたように、橋本市にでは取り

組んでいっていただけるということでありま

したので、もう少し詳しく中身もお聞きした

いなというふうに思います。 

 まず、１番目の、パソコンの１人当たりに

対することでありますが、まず現在、本市の

学校でパソコン１台に対して何人の生徒に配

置をされているのか、その点をお聞かせくだ

さい。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）現在の各学校に対

するパソコンの配置数なんですけども、小学

校に対しましては予備も含めまして460台、そ

れから、中学校に対しましては予備も含めま

して208台、これは児童生徒向けでございます。

合計668台導入してございます。１人頭にいた

しますと、約６人に１人の割合で配置してお

ります。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 昨年３月に全国平均が5.4人に１台という

ことが出ておりましたので、だいたい本市と

しても同じような数字だということがわかり

ました。 

 今までのパソコンのＩＣＴの事業といいま

すと、パソコン室というところに生徒が移動

して、そこで勉強するというのが普通だった

と思いますが、これからはこういったことで

はなしに、普通教室で１人１台が使用できる、

そういった授業ができるということで理解し

てよろしいでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）現在の各学校にお

けるパソコンを使った授業の状態なんですけ

ども、現状では、小学校ではＷｉ－Ｆｉによ

るタブレットを使う授業ができます。したが

いまして、機器を持ち運べばアクセスポイン

トになる普通教室での授業はできる環境にあ

ります。 

 中学校では有線によるノートパソコンを主

に活用している授業となりますので、ＬＡＮ

整備をしたパソコン教室のみでの授業での使

用となります。 

 今回、このＧＩＧＡスクール構想で仮に整

備をしていくとなりますと、今、現時点では

Ｗｉ－Ｆｉのほうを取り入れていく方向で進

めたいと考えていますので、答弁で申し上げ

ました教室であったり体育館であったり、そ

の場所であれば、パソコンを使った授業が

小・中学校ともに行えるということになりま

す。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）そうなりますと、各学

校、それぞれ生徒１台ということになれば、

大量の端末が必要になるということになると

思います。その大量の端末をどのように購入

するのか。たくさんということになってしま

いますので、一気に購入するのか、その購入

計画などがあれば教えていただけますでしょ

うか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）まず、端末につき

ましては、国のほうから４万5,000円を上限と

いうような補助的な要件がまず出ております。 

 それに伴うような機種選定というのがまず

先に生じてきます。現在では、まずＯＳを選

定していくということになるんですけども、

Ｗｉｎｄｏｗｓ、それから、グーグルクロー

ム、それから、ｉＰａｄＯＳ等の中からまず

ＯＳを選びまして、それに伴って必要な台数

分を調達していくわけなんですけども、県下

一斉、全国的な調達になってきますので、基

本的には県のほうで共同調達をしていただけ

れば、非常に費用的にも負担が多くならない

のかなというふうには考えておりますので、

その辺についてはまだ詳細が県のほうから示
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されていないんですけども、今後の動向の中

で、できるだけ共同調達というものを考えて

いきたいというふうに思っています。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）そのような共同調達と

いうことになれば、どういう端末になるかと

いうのも県の意向によるということになろう

と思いますので、私、今ここに持っているの

はｉＰａｄですけども、どうなるかというの

は県のほうの意向もあるということだと思い

ます。 

 県に任せきりというのではなしに、我が橋

本市で使いやすい端末をぜひとも選んでいた

だきたいと思いますし、処理能力が遅い端末

ほどいらいらするものはないものですから、

高価なものですので、使ってみたけどもだめ

だったと、また買い替えますというわけには

いきませんので、その点しっかりと、端末に

関しても考慮していただければなというふう

に思います。そのあたりは、県との話し合い、

共同調達ということであると思います。 

 端末に関してはだいたいそのあたりだと思

いますが、二つ目のネットワークについて、

次にお話をお聞きしたいと思います。 

 ネットワーク環境になりますが、先ほども

おっしゃっていただいたように、当然、それ

ぞれの教室で無線ＬＡＮになると。１人１台

の端末を持ってそれぞれ授業をするというこ

とになれば、30人おれば30台、一気にアクセ

スしていくわけで、端末にアクセスするわけ

で、そうなりますと、一気に接続速度が遅く

なったり、あとは接続できなかったりという

ような事態も起こり得るというふうに思いま

すので、十分精査して、インターネットに接

続できなかったというようなことがないよう

に、高速大容量の通信ネットワークというの

が必要になってくると思いますが、その点、

何か今お考えがあればお聞かせいただけます

か。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）現在、学校のほう

のインターネット回線につきましては、市の

回線を使わせていただいております。その関

係で、現状の設置台数の中では動いていくん

ですけども、今後、１人１台、また、ある程

度、動画等が授業の中でも使われるというこ

とになってくれば、容量的には足りなくなっ

てくるかと予想してします。 

 その関係で、今回は補正予算の際にも予定

はさせていただいておるんですけども、新た

にネットワークの環境を整備させていただき

たいと、市とは別の環境でネットワークを整

備して容量を確保していきたいというふうに

考えています。 

 今現在、200ＭＢの容量があるんですけども、

今回整備する上では１ＧＢまで容量を増やし

ていきたいと、そのように考えています。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 そうなると、それぞれ学校ごとに回線を引

っ張っていくということになると思いますの

で、これも全国的に同じような状態になると

思いますので、果たしてどうなるのかという

こともあると思いますし、今回の補正予算に

関してはネットワークを引く予算であったか

とは思いますが、その点はいかがでしょう。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）今回につきまして

はネットワークの環境整備ということで、委

託料として計上させていただいておりますの

と、あとは充電保管庫を同時で予定させてい

ただいております。 

 また、通信回線等についても債務負担とい

うことで、今後、新たな契約が必要になって

きますので、その辺については予算要求をさ

せていただいております。 
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○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）そうなりますと、先ほ

どちょっと端末のところでお聞きするのを忘

れましたが、端末に関しての購入時期という

のはどのようになっていますでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）これにつきまして

は、国のほうである一定スケジュールが示さ

れておりまして、まず、令和２年度におきま

して小学校５年、６年、中１を対象としてや

っていく、購入をしていくと。それから、令

和３年に中２、中３、令和４年に小３、小４、

令和５年に小１、小２ということで、この４

年間をかけまして全学年整備していく、調達

していくような形で国のほうがスケジュール

を組んでおりますので、それに準じて市のほ

うでも考えていきたいというふうに思ってい

ます。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ですので、令和２年度、

今年度に関しては小５、小６、中１というふ

うに段階的にやっていくということですね。

一気にはもちろんできないということだと思

います。そういった段階を踏まえて整備して

いっていただくということであろうと思いま

す。 

 そういった形で、時間がないような気もい

たしますので、しっかりとそのあたり、ない

んですけども、やっぱり慌ててまただめだっ

たということがないように、その点しっかり

と考慮していただいて、良いものをしっかり

と購入していただければというふうに思いま

す。 

 そういった形で端末と高速大容量の通信ネ

ットワークのハード面が整備されたとしまし

ても、それを使いこなしていかなければ意味

がありません。そういった意味で、ＩＣＴを

活用して指導する教師の指導力というのが大

変必要になってくると思います。 

 先ほどの答弁では、本市の教員のＩＣＴの

指導力は全国の平均並みの結果であったとい

うことでありますが、これ橋本市内全部の教

員の方の平均がそうであったということであ

ると思いますが、個々学校を見てみると、や

はりＩＣＴが得意な先生とそうでない先生と

いうのが、その差があると思いますし、生徒

に関しても、自宅で端末を使っているような

生徒もおれば、全く初めてやという生徒もお

りますので、そういった差というのもあると

思います。 

 そういったところで、特に先生のそういっ

た差、先生によって違いが出てくるような、

お互いをフォローアップできるような、そう

いったこともお考えでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）今回につきまして

は、令和２年度から４年間かけて、全児童、

全生徒に１人１台のパソコンが配置されてい

くというような計画になっていきますので、

当然、その各授業の中で先生方の指導方法に

ついても、パソコンを使った授業というのが

増えてまいります。 

 また、本当に子どもたちも日々、毎日パソ

コンを触っていくというような形になります

ので、やはり支援員という形で、先生方の授

業で有効に活用できる授業方法のレクチャー

であったり、また、子どもたちにも操作を丁

寧に教えていくような、そういう形がやっぱ

り必要になってきますので、その支援員とい

うような方については本当に必要だと感じて

おります。 

 それについては、今後、県のほうにも要望

はしていくんですけども、それで賄えない場

合については市単独でも考えていかなければ

ならないというふうに感じております。 

 先日、県が今、プログラミング教育という
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ことで、ロボット教材を使った授業というの

を見学してきたわけなんですけども、その際

にも県から派遣された指導員が授業補助につ

かれて、担任の先生と一緒に授業をしていた

というようなこともあって、本当にその際の

児童については、教材をうまく生かして、パ

ソコンを操作した中でロボット教材を動かし

ておったというふうに見学をさせていただい

ていますので、やはり本当に必要なことかな

というふうには思っていますので、何とか県

のほうでの予算化も含めて、場合によっては

市のほうでもということで考えております。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）先生方にとっては、先

ほども言ったように、プログラミング教育も

入ってきて、また、このＩＣＴも入ってくる

ということで、ある意味で言えば負担になる、

働き方改革を言うてるのに余計に負担になる

じゃないかというような意見もあるかもわか

りませんが、そういった意味を補うためにも

ＩＣＴの支援員というのも盛り込まれておっ

たと思うんですが、この支援員というのは外

部の方ということで理解してよろしいんでし

ょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）基本的には外部の

専門的な方というふうに考えております。場

合によっては、これはほかの自治体等ですけ

ども、学校の先生のＯＢがそのまま残られて

支援員になっていくというようなケースも他

の自治体ではございました。そこは今後、教

育委員会の中でも検討はしていきたいと思っ

ております。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 そういった形で、先生方にとっては最初は

ちょっと負担かもわかりませんが、慣れてい

ってもらえば、同じような教材を、いわばど

の学校でも使えるというようなことになりま

すので、多分これクラウドに上げてそういっ

た教材を引っ張ってくるという形になると思

いますから、そうなれば、どの学校において

も同じようなスキルのＩＣＴの勉強ができる

ということになると思いますので、そういっ

た面では、少しその辺、教員の働き方改革に

もなるのではないかなというふうにも思いま

すので、まず、不慣れな先生方にとっては慣

れていただくというところから始めていただ

ければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 ＩＣＴに関しましては、よい面だけではな

くて悪い面もあります。 

 ５番目に移っていくわけですが、有害な情

報に触れたり、あとはネットのいじめとかネ

ット依存になったりとかいうようなこともご

ざいます。ＩＣＴを適切に使いこなしていけ

ることを教えるのも、これから教育現場には

必要になってくるのではないかなというふう

に思います。 

 今もそういった勉強を、外部の講師を呼ん

でやっていただいているようでありますが、

またそういった面でも充実していってもらえ

るということでよろしいでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）このモラルにつき

ましても、本市といたしましてもスマホ宣言

等もしておりますので、これについては答弁

でも申し上げていますように、チラシ等の配

布も含めて、この辺については啓発していき

たいというふうに考えております。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）やはり子どもたちにと

っては、親が言ってもなかなか聞かないこと

も、先生に言われると聞くというようなこと

も、この辺、学校から教えてもらったらちゃ

んと聞くということも、そういう子どももい
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らっしゃいますので、その辺もしっかり指導

していただくのももちろんですし、この辺に

関しては、特に親御さんの協力も必要である

と思いますので、チラシなんかも配っていた

だいていますが、より保護者の方にも協力を

求めていくような体制をまたお願いしたいと

いうふうにも思います。 

 ６番目になりますが、文部科学省の調査に

よりますと、通常の学級に在籍する発達に課

題のある特別な教育的支援を必要とする児童

生徒は、各学級に２人から３人はいるという

ふうに推定されております。 

 例えば、先ほどもありましたように、聞く

ことはできるけれども読むことができないと

いうような生徒がいてたり、例えば、読むこ

とができても書くことはできないので、テス

トに答えを書くことができないというような

児童もいてたりします。 

 そういった面で、そういった子どもにとっ

ては、やはりこのＩＣＴというのは一つのツ

ールになるのではないかなと思います。先ほ

ども答弁のほうにありましたように、デイジ

ー教科書、いわゆる音声で読み上げてくれる

ような教科書も使っていただいているという

ことでありますが、よりこれも広がっていく

というふうにも思いますし、あと、文字を書

くのが困難な子どもにとっては、キーボード

で入力したりとか手書きで入力したりという

ようなことができてテストを受けることがで

きるというようなこともございます。 

 特別支援学級には課題の種類が異なるさま

ざまな子どもたちが混在している、在籍して

いるということになりますので、教師として

は、普通の一般教室のように一斉の授業とい

うのではなくて個別指導になりがちだという

ことになりますし、そういった面ではこのＩ

ＣＴの活用というのは効果的であると思いま

す。効果的に学習を行っていけると思います。 

 ＩＣＴを活用して発達に課題のある生徒に

も可能性を広げていってもらえるものになる

と思いますが、その点、さらに何かございま

したら、いかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）今回、このＩＣＴ

を活用事業で活用することが増えてきますと、

いろんなつまずきのある子どもたち、また、

障がいをお持ちの児童の皆さんに対して、本

当にその子に応じた学び方ができるようにも

なってきます。 

 また、通常の授業の中でも、やはり繰り返

し繰り返し授業を再現できるような形もＩＣ

Ｔを使う中で可能になってくるのかなと。そ

ういう意味では本当に、通常、授業の中で板

書等が消されてしまうと、なかなかそれがも

う入ってこないというのが、このＩＣＴを活

用することによって、パソコンの中で独学で

ある程度、自習的な授業を受けられるような

形にもなってまいります。 

 そういうような意味では本当に、特別支援

学級の児童の皆さん、また、普通教室での授

業を受けられる皆さんにおきましても、これ

を活用することによってより深く理解が深ま

るような授業をめざしていきたいというふう

には考えております。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 私の質問１から６項目め、だいたい質問を

させていただいた中で、ほぼ前向きに取り組

んでいただけるということでございました。 

 やはり、市としても予算を伴うことでもご

ざいますので、なかなか大変な決断であった

とは思いますが、このあたりもＧＩＧＡスク

ール構想に対して理解を示して取り組んでい

ただいたということで、市長もこの辺、英断

を振るっていただいたということでございま

すので、せっかくですので、市長、何かござ
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いましたら、よろしくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）森下議員の質問にお答

えします。 

 本当に大事な問題かなというふうにも思い

ますし、こういう世界、グローバルな世界に

なってきたときに、日本の教育というのは若

干遅れてきているというふうな印象も持って

いますし、これからの子どもたちが、日本、

またあるいは世界で働くということもあり得

るのではないかと思いますし、そのときにも

やっぱりしっかりと学んでいただいて、操作

もしっかりと覚えてもらって、それをしっか

り活用していただければなというふうにも思

いますし、全国一斉というふうな、やらない

ところもあるみたいですけども、これは絶対

に必要だと思っているので、あとは本当に学

校の先生の指導力を、これは大いに期待をし

ないといけないのかなというふうに思います

し、令和２年から５年までの間に全てのもの

を準備するということなので、その間にも指

導者育成という意味では、時間的な余裕とい

うのはある程度あるのかなというふうに思っ

ていまして、逆にちょっと進んだ能力を持っ

ている方に、ちょっと放課後でも学校の先生

に、同僚に指導してもらえるという形もとれ

るのではないかと思います。 

 これをすることによって、確かに働き方改

革という部分で最初は負担になってくると思

うんですけれども、ただ、やっぱり慣れてく

れば、逆に働き方というのを改めて考えてい

けるのではないかと思いますし、余ってきた

時間をさらに子どもたちのために使ってもら

えるというふうなことも可能になってくると

思いますので、市としても計画どおり整備を

進めていきたいと思いますし、これが子ども

たちのためになるというふうに確信もしてお

りますので、遅滞なく進めていきますので、

またご協力をよろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）ありがとうございます。

市長から力強いお言葉をいただきましたので、

この辺は着々と進めていただければというふ

うにもう思います。 

 今の子どもたちにとっては、既にＩＣＴに

囲まれて育っておりますが、しかしながら、

学校の教育現場を見ますと、やはり社会から

ちょっと取り残されているのではないかなと

いうふうに感じることもございます。 

 来年度からは、黒板とチョークを使った一

斉授業から、１人１台の端末を使った21世紀

型教育に変換する歴史的な転換点であるとい

うふうに言っても過言ではないと思います。 

 橋本市としても、学校ＩＣＴ化の充実とＩ

ＣＴの効果的な活用を通して、豊かな学びの

実現をめざしていただいて、誰一人取り残さ

れない教育をめざしていただくことを期待し

まして、私の一般質問を終わりたいと思いま

す。 

 ありがとうございます。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さんの一

般質問は終わりました。 

                     

○議長（土井裕美子君）これにて一般質問を

終結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

（午後２時55分 散会） 

       


